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図３ 臨床経過 

図４ 胸部エックス線写真（Ⅱ） 

 

 

10月18日（人工呼吸器装着時） 入院８日後 



 

 20
 

MTX 肺障害には、急性間質性肺炎(過敏性肺炎類似の病態)、肺線維症、胸

膜病変、肺結節(肉芽腫形成)、非心原性肺水腫が知られている１２）。鑑別診

断として、原病の悪化(リウマチ肺など)および Pneumocystis jirovecci な

どの日和見感染症があげられる。 

本例は、画像所見の特徴および速やかな消失、BAL を含む各種の検査より、

非心原性肺水腫の病態を呈したと考えられる。 

 

７．その他の早期発見・早期対応に必要な事項 
（１）毛細血管漏出症候群(Clarkson 症候群)１３） 

血圧低下、低アルブミン血症および血液濃縮の３徴候が反復性にみられる

症候群５）である。一般的に IgG 部類のモノクローナルの免疫グロブリン異常

症が殆どの症例でみられる。全身の微小血管の内皮細胞の透過性亢進が起こ

り、血中の蛋白と水分が血管外に漏出することによるものと推定されている。

IL-2 受容体陽性の単核球が末梢血に出現し、CD8+の T リンパ球が病変の血管

周囲に浸潤し、IL-2 による病変と類似の所見を示したことから、活性化リン

パ球による内皮細胞障害との報告がある。分子量 900kDa 以下の蛋白、電解

質、水は血管外間質へ漏出し、ヘマトクリットは 70％以上にも及ぶ。循環血

液量は 30%にまで減少する｡一般に、肺血管系の透過性は保たれることが多く、

肺水腫は回復期を除き稀とされる｡ 

 薬剤による毛細血管漏出症候群で肺水腫を来たした症例は、シクロスポリ

ン（cyclosporin A）１４）、ゲムシタビン（gemcitabine）１５）、インターロイ

キン-2（interelukin-2）１６）、granulocyte colony-stimulating factor(GCSF)
１７）、などで報告されている。 

 

（２）カテコラミン肺水腫１８） 

 ノルアドレナリン投与により心筋炎に類似した心筋障害がみられ、カテコ

ラミンを過剰に投与した実験動物や、治療の過程でやむを得ず過量に投与さ

れた症例、くも膜下出血を代表とする脳血管障害や褐色細胞腫に伴ってカテ

コラミンが大量に分泌されたことによって心筋障害が生じることが知られ

ている｡病因としてはα受容体を介した冠状動脈収縮によってβ受容体のダ

ウンレギュレーションが関係すると考えられている｡肺水腫は、この心筋障

害に加え、肺血管への収縮作用が加わるとされている。薬物療法には、α遮

断薬やアンギオテンシン変換酵素阻害薬(ACE 阻害薬)による管理が必要であ

る｡  
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別表 添付文書に肺水腫が記載されている主な原因医薬品 
薬効分類 医薬品名 

中枢神経系用薬  

全身麻酔剤 プロポフォール 

  

非ステロイド性抗炎症剤  

アリール酢酸系 マレイン酸プログルメタシン 

インドール酢酸系 インドメタシン 

 アセメタシン 

  

鎮けい剤  

筋緊張緩和剤 チザニジン塩酸塩 

  

鎮痛剤  

α２作動性鎮痛剤 デクスメデトミジン塩酸塩 

中枢性鎮痛剤 ブプレノルフィン塩酸塩 

麻薬拮抗剤 ナロキソン塩酸塩 

  

循環器官用薬  

短時間作用型β1 遮断剤 エスモロール塩酸塩 

ジヒドロピリジン系 Ca 拮抗剤 ニカルジピン塩酸塩 

血圧降下剤 ベンチルヒドロクロロチアジド・レセルピン配合剤 

 レセルピン・塩酸ヒドララジン配合剤 

スルホンアミド系降圧利尿剤 クロルタリドン 

チアジド系降圧利尿剤 トリクロルメチアジド 

 ヒドロクロロチアジド 

 ベンチルヒドロクロロチアジド 

非チアジド系降圧利尿剤 メチクラン 

 メフルシド 

  

ホルモン剤  

副腎髄質ホルモン剤 アドレナリン 

血圧上昇剤 ノルアドレナリン 

ゴナドトロピン製剤 ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン 

性腺刺激ホルモン製剤 ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン 

  

泌尿生殖器官及び肛門用薬  

切迫流・早産治療β2 刺激剤 リトドリン塩酸塩 

鎮痙剤，子宮収縮抑制剤 硫酸マグネシウム・ブトウ糖 
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骨吸収抑制剤  

ビスホスホネート系 ゾレドロン酸水和物 

 パミドロン酸二ナトリウム 

  

血液・体液用薬  

電解質補液 開始液 

キシリトール加開始液 キシリトール加開始液 

電解質輸液 維持液 

複合糖加電解質維持液 複合糖加維持液 

電解質輸液 ブドウ糖加維持液 

電解質・キシリトール輸液 キシリトール加維持液 

血液代用剤 酢酸維持液 

 酢酸維持液(ブドウ糖加) 

中心静脈用輸液 高カロリー輸液用アミノ酸・糖・電解質製剤 

電解質・糖質輸液 高カロリー輸液用基本液 

代用血漿剤 デキストラン 40・乳酸リンゲル液 

細胞外液補充液 酢酸リンゲル液 

 酢酸リンゲル液(ブドウ糖加) 

体液用剤 術後回復液 

 脱水補給液 

 乳酸リンゲル液(ソルビトール加) 

 乳酸リンゲル液(ブドウ糖加) 

 乳酸ナトリウム 

体液用剤・手術用潅流洗浄液 乳酸リンゲル液 

糖質・電解質輸液 乳酸リンゲル液(マルトース加) 

体液増量・電解質補給用剤 リンゲル液 

アミノ酸加総合電解質製剤 アミノ酸・糖・電解質製剤 

中心静脈用輸液 アミノ酸・糖・電解質・ビタミン製剤 

グリセリン加電解質アミノ酸 総合アミノ酸・グリセリン配合剤 

  

血液製剤 合成血 

 人全血液 

血漿分画製剤 乾燥 pH4 処理人免疫グロブリン 

 乾燥イオン交換樹脂処理人免疫グロブリン 

 乾燥スルホ化人免疫グロブリン 

 ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン 

 乾燥ポリエチレングリコール人免疫グロブリン 

血漿製剤 新鮮凍結人血漿 


